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車 両 保 険 に お け る 車 両 盗 難 事 故 の 外 形 的 事 実 の 認 定
日 野 一 成
■ ア ブ ス ト ラ ク ト
車 両 保 険 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 の 所 在 に つ い て は 、 保 険 者 が 負 う と い う
こ と で 判 例 ・ 学 説 の ほ ぼ 一 致 し た 見 解 で あ る と 考 え ら れ る が 、 判 例 は 車 両 盗
難 事 故 に つ い て は 、 別 途 、 被 保 険 者 に 盗 難 事 故 の 外 形 的 事 実 の 立 証 責 任 を 負
わ せ て い る 。 こ の 問 題 に 関 す る 訴 訟 は 、 被 保 険 者 に よ る 偽 装 盗 難 事 故 が 高 度
に 疑 わ れ た 事 案 に お い て 、 訴 外 で 保 険 者 に よ る 免 責 主 張 等 が 行 わ れ 、 被 保 険
者 が そ れ を 不 服 と し て 保 険 金 請 求 訴 訟 を 提 起 し 争 わ れ た も の で あ る 。 そ こ で
本 稿 で は 、 車 両 盗 難 事 故 の 保 険 金 請 求 に 関 す る 判 例 を 踏 ま え 、 第 一 審 と 控 訴
審 で 判 断 が 分 か れ た 裁 判 例 を 確 認 し 、 車 両 盗 難 事 故 の 外 形 的 事 実 の 認 定 に つ
い て 考 察 す る も の で あ る 。
■ キ ー ワ ー ド
モ ラ ル リ ス ク 、 車 両 盗 難 事 故 、 外 形 的 事 実
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1 ． は じ め に
傷 害 保 険 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 ' に つ い て 、 平 成 1 3 年 4 月 に 2 つ の 最 高
裁 判 決 が 出 さ れ 、 被 保 険 者 が 負 う と 判 示 さ れ た 2 。 し か し 、 平 成 1 6 年 1 2 月 に 火
災 保 険 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 に つ い て は 、 保 険 者 が 負 う と の 最 高 裁 判 決 が
だ さ れ 3 ， そ れ 以 降 の 傷 害 保 険 を 除 く 損 害 保 険 で は 、 最 高 裁 は 保 険 事 故 の 偶 然
性 の 立 証 責 任 は 保 険 者 が 負 う と 判 示 し て い る 4 ．
と こ ろ が 、 平 成 1 9 年 4 月 に は 、 車 両 保 険 に お い て 、 車 両 盗 難 事 故 に 関 す る
3 つ の 最 高 裁 判 決 が 出 さ れ た 5 ． す な わ ち 、 車 両 盗 難 に つ い て は 、 判 例 に 依 拠
し 、 保 険 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 を 被 保 険 者 が 負 わ な い と す る も の の 、 車 両
盗 難 事 故 の 外 形 的 事 実 に つ い て 、 そ れ が 合 理 的 な 疑 い を 超 え る 程 度 ま で 被 保
険 者 が 立 証 し な け れ ば な ら な い と 判 示 さ れ た 6 。
そ も そ も 、 こ の 問 題 は 被 保 険 者 ｡ （ 保 険 金 請 求 者 ） に よ る 偽 装 盗 難 が 疑 わ れ 、
そ の 真 偽 が 判 然 と し な い 場 合 に 、 保 険 者 お よ び 被 保 険 者 の い ず れ が そ の 不 利
益 を 負 担 す べ き か と い う 問 題 で あ る と 考 え ら れ る 。 ま た 、 保 険 者 が 負 っ て い
！ 「 立 証 責 任 」 に つ い て は 、 司 法 研 修 所 編 『 増 補 民 事 訴 訟 に お け る 要 件 事 実 第 一 巻 」 （ 法
曹 会 、 2 恥 年 ） 5 頁 参 照 。
2 自 殺 か 事 故 か に つ い て 争 わ れ た 死 亡 保 険 金 請 求 事 件 に お い て 、 普 通 傷 害 保 険 契 約 に 関
し て 最 判 平 成 1 3 年 4 月 2 0 日 判 時 1 7 5 1 号 1 7 1 頁 、 生 命 保 険 の 災 害 割 増 蒋 約 に 関 し て 最 判 平
成 1 3 年 4 月 2 0 日 民 集 5 5 巻 3 号 6 8 2 頁 参 照 。
3 最 判 平 成 1 6 年 1 2 月 1 3 日 民 集 5 8 巻 9 り ･ 2 4 1 9 頁 。
． ｜ 拙 稿 「 対 人 ・ 対 物 賠 償 責 任 保 険 に お け る 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 」 鹿 児 島 経 済 論 集 第
5 9 巻 第 2 号 1 5 6 頁 参 照 。
5 車 両 盗 難 事 案 に 関 し て 、 鮫 三 判 平 成 1 9 年 4 月 1 7 日 民 集 6 1 巻 3 号 1 0 2 6 頁 （ ト ヨ タ セ ル シ
オ ) 、 第 一 判 平 成 1 9 年 4 月 2 3 日 自 保 ジ 1 6 8 6 号 1 3 頁 （ 三 菱 パ ジ エ ロ ) 、 最 一 判 平 成 1 9 年 4
月 2 3 日 集 民 2 2 4 号 1 7 1 頁 （ メ ル セ デ ス ベ ン ツ ・ト ヨ タ ク ラ ウ ン ） 参 照 。
6 藤 田 哲 「 車 両 保 険 金 論 求 事 件 の 立 ‘ 征 責 任 と 立 証 方 法 」 法 政 論 集 2 2 7 号 8 9 頁 参 照 。 藤 田 に
よ れ ば 、 車 両 保 険 に 関 す る 5 つ の 般 判 の う ち 、 差 戻 審 で 4 件 が 和 解 で 終 了 と な り 、 1
件 （ メ ル セ デ ス ベ ン ツ ・ ト ヨ タ ク ラ ウ ン 盗 難 ） の み が 高 裁 で 判 断 が な さ れ た と の こ と
で あ る （ 東 京 高 判 平 成 2 0 年 1 月 3 0 I 1 判 例 集 未 搭 載 ) 。
日 野 一 成 ： 車 両 保 険 に お け る 車 両 盗 難 事 故 の 外 形 的 事 実 の 認 定 4 9
る 所 謂 、 モ ラ ル リ ス ク 7 （ 以 下 、 「 モ ラ ル リ ス ク 」 と い う ） の 排 除 と い う 社 会
的 使 命 や 保 険 契 約 者 相 互 の 危 険 分 散 と い う 保 険 制 度 の 根 幹 に 係 る 問 題 で も あ
る 8 。
そ こ で 、 本 稿 で は 、 車 両 保 険 に お け る 車 両 盗 難 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 に
つ い て の 最 判 の 判 旨 を 踏 ま え 、 そ の 後 に 出 さ れ た 第 一 審 と 控 訴 審 で 判 断 が 分
か れ た 2 つ の 裁 判 例 を 通 じ て 、 車 両 盗 難 事 故 の 外 形 的 事 実 の 認 定 に つ い て 考
察 し た い 。
2 ． 車 両 保 険 に お け る 車 両 盗 難 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 9
車 両 盗 難 事 故 に よ る 車 両 保 険 金 請 求 訴 訟 に お い て 、 前 述 し た よ う に 平 成 1 9
年 4 月 に 3 つ の 最 高 裁 判 決 が だ さ れ た 。 最 三 判 平 成 1 9 年 4 月 1 7 日 民 集 6 1 巻 3
号 1 0 2 6 頁 で は 、 本 件 車 両 が 上 告 人 以 外 の 何 者 か に よ っ て 、 上 記 駐 車 場 か ら 持
ち 去 ら れ 、 そ の 持 ち 去 り の 状 況 は 、 駐 車 場 に 設 置 さ れ た 防 犯 ビ デ オ に よ り 撮
影 さ れ て い た 事 実 が 認 め ら れ る が 、 「 本 件 の 具 体 的 事 情 を 総 合 す れ ば 、 本 件
車 両 を 持 ち 去 っ た 人 物 が 被 保 険 者 で あ る 上 告 人 と 全 く 無 関 係 の 第 三 者 と し て
こ れ を 窃 取 し た も の で は な く 、 保 険 金 請 求 者 と 意 を 通 じ て い た の で は な い か
と の 疑 念 を 払 拭 す る こ と が で き な い 」 と し 、 「 保 険 金 請 求 者 は 、 本 件 車 両 持
ち 去 り が 盗 難 そ の 他 偶 然 な 事 故 に よ る も の で あ る こ と を 証 明 す る に 至 っ て い
な い 」 と し て 上 告 を 棄 却 し た 。
ま た 、 最 一 判 平 成 1 9 年 4 月 2 3 日 集 民 2 2 4 号 1 7 0 頁 （ 同 日 に 別 判 決 が あ る が 、
7 山 下 友 信 「 保 険 法 」 （ 有 斐 閣 、 2 0 1 0 年 )6 5 頁 参 照 。 本 稿 で い う モ ラ ル リ ス ク は 、 「 狭 義
の モ ラ ル ハ ザ ー ド 」 を さ し 、 「 人 が 制 度 を 不 正 に 利 用 す る 危 険 」 の こ と で あ る 。
8 最 判 平 成 1 3 年 4 月 2 0 日 判 時 1 7 5 1 号 1 7 1 頁 の 判 決 内 容 で 、「 本 件 各 約 款 中 の 死 亡 保 険 金 の
支 払 事 由 は 、 急 激 か つ 偶 然 な 外 来 の 事 故 と さ れ て い る の で あ る か ら 、 発 生 し た 事 故 が
偶 然 な 事 故 で あ る こ と が 保 険 金 請 求 権 の 成 立 要 件 で あ る と い う べ き で あ る の み な ら ず 、
そ の よ う に 解 さ な け れ ば 、 保 険 金 の 不 正 請 求 が 容 易 と な る お そ れ が 増 大 す る 結 果 、 保
険 制 庇 の 健 全 性 を 阻 害 し 、 ひ い て は 誠 実 な 保 険 加 入 者 の 利 益 を 損 な う お そ れ が あ る か
ら で あ る 」 と し て 、 モ ラ ル リ ス ク 排 除 を 判 断 の 大 き な 理 由 と し て い る 。
9 詳 細 に は 、 拙 稿 ・ 前 掲 注 4 ． 1 7 0 頁 以 下 参 照 。
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以 下 、 「 最 一 判 平 成 1 9 年 4 月 2 3 日 」 と い う ） で は 、「 盗 難 」 と い う 保 険 事 故 の
主 張 立 証 責 任 の 分 配 に つ い て 、 被 保 険 者 は 「 盗 難 の 外 形 的 な 事 実 を 主 張 、 立
証 す る 責 任 を 免 れ る も の で は な い 」 と し 、 そ の 外 形 的 な 事 実 に つ い て 、 「 『 被
保 険 者 の 占 有 に 係 る 被 保 険 自 動 車 が 保 険 金 請 求 者 の 主 張 す る 所 在 場 所 に 置 か
れ て い た こ と 」 及 び 「 被 保 険 者 以 外 の 者 が そ の 場 所 か ら 被 保 険 自 動 車 を 持 ち
去 っ た こ と 」 と い う 事 実 か ら 構 成 さ れ る も の と い う べ き で あ る 」 と の 判 断 を
行 っ た ｡
さ ら に 、 同 最 判 は 、 原 審 が 「 外 形 的 、 客 観 的 に み て 第 三 者 に よ る 持 ち 去 り
と し て 矛 盾 の な い 状 況 」 が 立 証 さ れ れ ば 、 盗 難 の 事 実 が 推 定 さ れ る と し 、 本
件 で は 、 「 矛 盾 の な い 状 況 」 が 立 証 さ れ て い る の で 、 盗 難 の 事 実 が 推 定 さ れ
る と し た 点 に つ い て 、 保 険 金 請 求 者 は 盗 難 と い う 保 険 事 故 の 発 生 と し て そ の
外 形 的 事 実 を 立 証 し な け れ ば な ら な い と こ ろ 、 単 に 「 矛 盾 の な い 状 況 」 を 立
証 す る だ け で は 盗 難 の 外 形 的 な 事 実 を 合 理 的 な 疑 い を 超 え る 程 度 ま で 立 証 し
た こ と に は な ら な い と 判 示 し た 1 0 。
' 0 本 判 例 の 評 釈 と し て 、 野 口 恵 三 「 ( 1 ) 家 庭 用 総 合 自 動 車 保 険 に お い て 、 被 保 険 自 動 車
が 盗 難 に よ り 損 害 が 生 じ た と し て 保 険 金 の 支 払 い を 請 求 す る 者 は 、 被 保 険 者 以 外 の 者
が 、 そ の 自 動 車 を そ の 占 有 場 所 か ら 持 ち 去 っ た と い う 外 形 的 な 事 実 だ け で な く 、 そ の
自 動 車 の 持 ち 去 り が 被 保 険 者 の 意 思 に 基 づ か な い も の で あ る こ と ま で 主 張 立 証 す る 必
要 が あ る か 。 ま た 、 （ 2 ） 一 般 自 動 車 総 合 保 険 に お い て 、 被 保 険 自 動 車 の 盗 難 を 理 由 に
車 両 保 険 金 を 講 求 す る 際 に 、 被 保 険 者 が 主 張 立 証 す べ き 「 盗 難 の 外 形 的 事 実 」 と は 何 か 」
N B L 8 5 7 号 7 1 頁 、 石 I H 満 「 車 両 条 項 の 盗 難 の 主 張 立 証 責 任 」 損 害 保 険 研 究 6 9 巻 2 号
2 6 5 頁 、 豊 浦 伸 隆 「 保 険 金 請 求 意 見 に お け る 故 意 等 の 立 証 責 任 に 関 す る 娘 筒 裁 判 例 の 系
譜 一 車 両 盗 難 に 関 す る 鎧 商 裁 平 成 1 9 年 4 月 1 7 日 判 決 及 び 同 4 月 2 3 日 判 決 の 位 世 づ け に
つ い て 」 判 例 タ イ ム ズ 1 2 4 8 号 6 2 頁 、 永 石 一 郎 「 車 両 保 険 に お け る 盗 難 保 険 事 故 の 偶 発
性 に つ い て の 主 張 立 証 責 任 」 金 融 ・ 商 事 判 例 1 2 7 9 号 2 頁 、 山 野 嘉 朗 「 ｢ 衝 突 、 接 触 …
そ の 他 偶 然 な 事 故 」 及 び 「 被 保 険 自 動 車 の 盗 難 」 を 保 険 事 故 と し て 規 定 し て い る 一 般
自 動 車 総 合 保 険 の 約 款 に 基 づ き 止 記 盗 難 に あ た る 盗 難 事 故 が 発 生 し た と し て 車 両 保 険
金 の 支 払 を 請 求 す る 場 合 に お け る 事 故 の 偶 然 性 に つ い て の 主 張 立 証 責 任 」 判 例 時 報
1 9 8 7 号 2 ㈹ 頁 、 山 本 哲 生 「 車 両 保 険 に お け る 盗 難 事 故 の 主 張 立 証 責 任 」 損 害 保 険 研 究 7 0
巻 2 号 1 5 7 頁 、 伊 勢 田 道 仁 「 車 両 盗 難 保 険 の 立 証 責 任 に 関 す る 二 つ の 岐 商 裁 判 決 」 法 と
政 治 5 9 巻 2 号 1 8 7 頁 、 藤 田 ・ 前 掲 注 6 ･ 7 3 頁 、 草 野 真 人 「 1「 衝 突 ， 接 触 … … そ の 他 偶
然 な 事 故 」 及 び 「 被 保 険 自 動 車 の 盗 難 」 を 保 険 事 故 と し て 規 定 し て い る 家 庭 用 総 合 自
日 野 一 成 ： 車 両 保 険 に お け る 車 両 盗 難 事 故 の 外 形 的 事 実 の 認 定 5 1
こ の 差 戻 審 判 決 で は 、 盗 難 事 故 の 矛 盾 の な い 状 況 の 認 定 か ら 一 転 し て 、 被
保 険 自 動 車 の 持 ち 去 り が 被 保 険 者 ら の 意 思 に 基 づ く も の で あ る と の 判 断 を
行 っ て い る l l o
し た が っ て 、 車 両 保 険 に お い て 、 「 車 両 盗 難 」 の 保 険 事 故 に 関 し て は 、 偽
装 盗 難 事 故 が 強 く 疑 わ れ る よ う な ケ ー ス は 、 単 に 第 三 者 の 持 ち 去 り に つ い て
矛 盾 の な い 状 況 が あ っ た こ と を 主 張 す る だ け で な く 、 盗 難 の 外 形 的 事 実 を 合
理 的 な 疑 い を 超 え る 程 度 の 主 張 立 証 が 保 険 金 請 求 者 に 課 さ れ て い る と い う こ
と に な る と 考 え ら れ る 。
最 一 判 平 成 1 9 年 4 月 2 3 日 は 、 盗 難 事 故 の 外 形 的 事 実 の 立 証 責 任 を 被 保 険 者
に 負 わ せ た が 、 と り わ け 、 「 第 三 者 に よ る 被 保 険 自 動 車 の 持 ち 去 り ｣ ' 2 と い う
動 車 保 険 約 款 に 基 づ き 上 記 盗 難 に 当 た る 保 険 事 故 が 発 生 し た と し て 車 両 保 険 金 の 支 払
を 謂 求 す る 場 合 に お け る 事 故 の 偶 発 性 に つ い て の 主 張 立 証 責 任 （ ① ② 事 件 ） 2 被 保
険 自 動 車 の 盗 難 を 理 由 に 車 両 保 険 金 を 請 求 す る 者 が 主 張 立 証 責 任 を 負 う 盗 難 の 外 形 的
事 実 に つ い て 単 に 「 外 形 的 ・ 客 観 的 に み て 第 三 者 に よ る 持 ち 去 り と み て 矛 盾 の な い 状
況 」 を 立 証 す る だ け で 盗 難 の 事 実 が 推 定 さ れ る と し た 原 審 の 判 断 に は 違 法 が あ る と さ
れ た 事 例 （ ② 事 件 ) 」 別 冊 判 例 タ イ ム ズ 2 2 号 1 7 4 頁 参 照 。
' ！ 藤 田 ・ 前 掲 注 6 ． 8 8 頁 。 藤 田 に よ れ ば 、 本 件 の 差 戻 審 判 決 （ 裁 判 例 未 搭 栽 ） は 、 各 車
両 の 盗 難 が 被 保 険 者 ら の 意 思 に 基 づ く も の で あ る か に つ い て 、 次 の よ う に 判 断 し た と
さ れ る 。 「 ( 原 審 の 認 定 し た 事 実 関 係 か ら す れ ば ） 控 訴 人 ら が 保 険 金 を 詐 取 す る 目 的 で
第 三 者 を し て 本 件 駐 車 場 か ら 持 ち 去 ら せ た も の で あ る こ と が 推 認 す る こ と が で き 、 本
件 各 車 両 の 持 ち 去 り は 控 訴 人 ら の 意 思 に 基 づ く も の で あ る と 認 め る こ と が で き る 。 な
お 、 控 訴 人 ら は 、 本 件 各 車 両 を 使 用 す る 計 画 が あ っ た と か 、 そ れ ぞ れ 本 件 各 車 両 に 愛
蒜 を も ち 、 日 常 生 活 上 の 必 需 品 と な っ て い た と 主 張 す る が 、 上 記 認 定 判 断 に 照 ら し 、
採 用 す る こ と は で き な い 。 ま た 、 本 件 各 車 両 に 対 し 、 本 件 盗 難 事 故 の 直 近 ま で 修 理 が
さ れ て い る こ と を 考 慮 し て も 、 上 記 認 定 判 断 を 覆 す に 足 り な い 。 控 訴 人 ら は 、 本 件 盗
難 事 故 が プ ロ の 窃 盗 団 に よ る の み な ら ず 、 暴 走 族 等 が 乗 り 回 し の た め に 持 ち 去 っ た 可
能 性 も 考 慮 す べ き で あ る と 主 張 す る 。 し か し な が ら 、 本 件 各 車 両 は い ず れ も 年 式 が 古
い 車 両 で あ る こ と 、 本 件 駐 車 場 の 位 悩 関 係 、 夜 間 に 本 件 各 車 両 を 窃 取 す る に は 相 当 の
音 趾 が 予 想 さ れ る と こ ろ 、 本 件 盗 難 事 故 当 時 異 常 に 気 付 い た 者 が い な か っ た こ と 、 乗
り 回 し 目 的 で 二 台 同 時 に 持 ち 去 り 、 そ の 内 の 一 台 を 約 一 年 間 程 度 も 乗 り 回 し た う え で
焼 殿 す る と い う の は 不 自 然 で あ る こ と 等 に 照 ら す と 。 控 訴 人 ら の 上 記 主 張 は 採 用 で き
な い ｣ 。
l 2 滝 澤 孝 臣 「 l「 衝 突 、 接 触 … そ の 他 偶 然 な 事 故 」 を 保 険 事 故 と す る 自 家 用 自 動 車 総
合 保 険 の 約 款 に 基 づ き 車 両 の 水 没 が 保 険 事 故 に 該 当 す る と し て 車 両 保 険 金 の 支 払 を 請
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こ と は 、 「 自 己 の 意 思 に よ ら ず に 被 保 険 自 動 車 を 喪 失 し た 」 と い う こ と で あ
り ' 3 ， 実 質 的 に は 、 「 車 両 盗 難 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 」 を 保 険 金 請 求 者 が
負 っ て い る 可 能 性 が 認 め ら れ る 脚 。
す な わ ち 、 こ れ ま で の 判 例 の 流 れ の 中 で 、 「 盗 難 」 と い う 事 故 の 特 殊 性 に
考 慮 し て 、 モ ラ ル リ ス ク の 排 除 の 観 点 ' 5 か ら 、 盗 難 の 外 形 的 事 実 を 合 理 的 な
疑 い を 超 え る 程 度 の 主 張 立 証 責 任 を 被 保 険 者 に 負 わ せ た も の と 考 え ら れ
求 す る 場 合 （ ① 邪 件 ） 2 「 衝 突 、 接 触 … そ の 他 偶 然 な 事 故 」 を 保 険 事 故 と す る 自 家
用 自 動 車 総 合 保 険 の 約 款 に 基 づ き 車 両 の 表 面 に 傷 が つ け ら れ た こ と が 保 険 事 故 に 該 当
す る と し て 車 両 保 険 の 支 払 を 請 求 す る 場 合 （ ② 事 件 ） 3 「 す べ て の 偶 然 な 事 故 j を 保
険 事 故 と す る テ ナ ン ト 総 合 保 険 普 通 保 険 約 款 に 基 づ き 火 災 に よ る 什 器 備 品 等 の 焼 失 お
よ び 休 業 が 保 険 事 故 に 該 当 す る と し て 保 険 の 場 合 （ ③ 事 件 ） に お け る 事 故 の 偶 発 性 に
つ い て の 主 張 立 証 責 任 の 帰 趨 」 金 融 ・ 商 事 判 例 1 2 7 5 号 8 頁 参 照 。 滝 潔 は 、 裁 判 実 務 に
お い て 、 当 該 保 険 金 の 不 正 請 求 が | 淵 題 と な る 多 く の 場 合 に 被 保 険 者 が 被 保 険 自 動 車 を
自 ら 隠 匿 し て い る の で は な い か と の 反 証 よ り も 、 第 三 者 と 共 謀 し て 当 該 第 三 者 に 被 保
険 自 動 車 を 隠 匿 さ せ て い る の で は な い と の 反 証 が 少 な く 、 こ の 場 合 で も な お 、 被 保 険
自 動 車 の 盗 難 と い う 外 形 的 な 事 実 は 認 め ら れ る と 指 摘 し て い る 。
' 3 藤 田 ・ 前 掲 注 6 ･1 0 6 頁 参 照 。 藤 田 は 、「 盗 難 」 と は 一 般 に 、 「 占 有 者 の 意 思 に 反 し て 財
物 の 占 有 を 移 転 す る 」 こ と と 解 釈 さ れ て い る （ 前 田 雅 葵 「 刑 法 各 論 講 義 [ 第 3 版 ] ( 東 京
大 学 出 版 会 ) 1 7 8 頁 な ど ） と し た 上 で 、 最 判 平 成 1 9 年 4 月 2 3 日 が 、 そ の よ う に 解 釈 せ ず
に 、 「 第 三 者 に よ る 財 物 の 移 転 」 と 解 釈 し た 点 に つ き 、 次 の よ う に 指 摘 し て い る 。 す な
わ ち 、 盗 難 を 「 占 有 者 の 意 思 に 反 し て 財 物 の 占 有 を 移 転 す る 」 と 考 え れ ば 、 占 有 者 で
あ る 被 保 険 者 の 意 思 に 反 し て 被 保 険 自 動 車 を 持 ち 去 ら れ た こ と が 保 険 金 謂 求 権 の 支 払
要 件 と な り 、 結 局 、 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 を 被 保 険 者 が 負 う こ と に な っ て し ま う 。
そ こ で 、 般 判 は 、 損 害 保 険 の 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 を 被 保 険 者 は 負 わ な い と す る 従
前 の 蝦 判 と 矛 盾 し な い よ う に 、 「 盗 難 」 の 概 念 ・ 解 釈 を 変 え た と 推 定 し て い る 。
M 山 本 ・ 前 掲 注 1 0 ･ 1 6 2 頁 参 照 。 山 本 は 、 本 最 判 の 判 旨 は 、 経 験 則 違 反 を 問 題 と す る の で
は な く 、 実 質 的 に 立 証 責 任 の 分 配 に 反 す る こ と を 問 題 に し て い る と 指 摘 し て い る 。
l 5 滝 澤 ・ 前 掲 注 1 2 ･ 8 頁 参 照 。 自 ら も 裁 判 官 で あ る 滝 澤 は 、 要 は 盗 難 の 事 実 に 対 す る 反
証 の 有 無 ・ 程 度 の 帰 す る 問 題 と し た 上 で 、 本 最 判 の 原 判 決 の 理 由 な ど か ら 、 裁 判 実 務
が 保 険 金 の 不 正 諦 求 の 処 理 に 腐 心 し て い る こ と が 窺 え る こ と を 指 摘 し て い る 。 栗 田 和
彦 「 車 両 保 険 に お け る 保 険 事 故 の 偶 然 性 の 主 張 立 証 責 任 」 司 法 判 例 リ マ ー ク ス 2 5 号
2 0 0 7 [ 下 ] 法 事 別 冊 1 0 3 頁 参 照 。 栗 田 は 、 本 最 判 の 背 景 と し て 、 車 両 盗 難 の 偽 装 の 方 法 ・
手 口 が 巧 妙 化 し 、 保 険 者 が 被 保 険 者 な ど の 故 意 を 立 証 す る こ と が 益 々 困 難 に な っ て お
り 、 保 険 金 の 不 正 請 求 と 疑 わ れ る 事 案 が 後 を 絶 た な い 状 況 を 勘 案 し た 結 果 と の 指 摘 を
行 っ て い る 。
日 野 一 成 ： 車 両 保 険 に お け る 車 両 盗 難 事 故 の 外 形 的 事 実 の 認 定 5 3
る 1 6 。
そ こ で 、 3 判 例 後 に 第 一 審 と 控 訴 審 で 判 断 が 分 か れ た 車 両 盗 難 保 険 金 請 求
訴 訟 事 例 を 確 認 し 、 車 両 盗 難 事 故 の 外 形 的 事 実 の 認 定 に つ い て 考 察 し た い 。
3 ． 裁 判 例 に お け る 車 両 盗 難 事 故 の 外 形 的 事 実 の 認 定
3 判 例 後 の 車 両 盗 難 請 求 訴 訟 と し て 、 第 一 審 と 控 訴 審 で 判 断 が わ か れ 、 上
告 不 受 理 と な っ た 2 件 の 裁 判 例 を と り あ げ 、 同 訴 訟 に お け る 車 両 盗 難 事 故 に
お い て 、 盗 難 事 故 の 外 形 的 事 実 の 認 定 に つ い て 各 裁 判 所 の 判 断 を 確 認 し 考 察
し た い 。
( 1 ) 大 阪 高 判 平 成 2 7 年 1 2 月 2 5 日 自 動 車 保 険 ジ ャ ー ナ ル 1 9 6 8 号 1 5 3 頁
① 事 案 の 概 要 と 判 旨
【 事 案 の 概 要 】
本 件 は 平 成 2 5 年 7 月 2 9 日 ( 月 ) 、 京 都 市 （ 地 番 略 ） に お い て 、 平 成 1 6 年 式 メ
ル セ デ ス ・ ベ ン ツ E 5 5 ス テ ー シ ョ ン ワ ゴ ン A M G に 保 険 金 額 4 4 0 万 円 の 車 両
保 険 を 付 保 す る 被 保 険 者 X が 「 月 極 駐 車 場 に 被 保 険 自 動 車 を 駐 車 し て い た と
こ ろ 、 車 両 盗 難 に 遭 っ た 」 と す る 事 故 報 告 が 代 理 店 経 由 で 、 保 険 会 社 Y に な
さ れ た も の で あ る 。 こ れ に 対 し 、 Y は 車 両 盗 難 調 査 を 実 施 し 、 そ の 結 果 、 少
な く と も 車 両 盗 難 の 外 形 的 事 実 が 真 偽 不 明 に つ き 車 両 保 険 金 の 支 払 い を 拒 絶
し た と こ ろ 、 X が 京 都 地 裁 に 保 険 金 請 求 訴 訟 を 提 起 し た も の で あ る 。
第 一 審 の 京 都 地 裁 は 、 2 つ の 争 点 （ ( 争 点 l ) 本 件 車 両 に つ い て 盗 難 の 外
形 的 事 実 が 認 め ら れ る か 、 （ 争 点 2 ） 盗 難 の 外 形 的 事 実 が 認 め ら れ る 場 合 に 、
本 件 車 両 の 持 ち 去 り が 原 告 X の 意 思 に 基 づ い て 発 生 し た と 言 え る か ） に 対 し
て 判 断 を 行 い 、 原 告 X の 請 求 を 認 容 し 、 被 告 Y に 4 4 0 万 円 と 遅 延 損 害 金 の 支
l 6 伊 勢 田 ・ 前 掲 注 l O 参 照 。 伊 勢 田 は 、 判 旨 よ り「 盗 難 の 外 形 的 事 実 」 と い う 保 険 事 故 発
生 の 高 度 の 蓋 然 性 が ク リ ア で き な い か ぎ り 、 結 局 、 保 険 事 故 発 生 の 証 明 が な い と い う
事 実 認 定 に な る 可 能 性 が 商 い と 指 摘 し て い る 。
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払 い を 命 じ た 。 Y は こ れ を 不 服 と し て 控 訴 。
控 訴 審 の 大 阪 高 裁 は 、 X の 請 求 は 理 由 が な い か ら 棄 却 す べ き で あ る と こ
ろ 、 こ れ と 異 な る 原 判 決 は 失 当 で あ る と し て 、 原 判 決 を 取 り 消 し た 上 、 X の
請 求 を 棄 却 。 X は こ れ を 不 服 と し て 上 告 。
最 高 裁 は 、 X の 上 告 を 棄 却 し 、 不 受 理 と し た 。
【 判 旨 】 （ 第 一 審 と 控 訴 審 の 判 旨 記 載 ）
( i ) 第 一 審 の 判 旨
（ 争 点 1 ) ( 1 ) 本 件 車 両 及 び 本 件 駐 車 場 の 特 徴 、( 2 ) 本 件 事 故 前 後 の 原 告
の 行 動 、 （ 3 ） 本 件 事 故 の 発 生 、 （ 4 ） 本 件 事 故 発 生 後 の 原 告 の 行 動 の 事 実 認 定
に よ れ ば 、 < l > 本 件 事 故 が 発 生 し た 平 成 2 5 年 7 月 2 9 日 午 前 0 時 半 頃 、 本 件 車
両 が 原 告 の 主 張 す る 所 在 場 所 （ 本 件 駐 車 場 ） に 置 か れ て い た こ と が 認 め ら れ
る 。 ま た 、 本 件 発 生 当 時 、 原 告 は a 市 で 一 泊 し て お り 、 京 都 市 内 に い な か っ
た こ と が 明 ら か で あ る か ら 、 〈 2 〉 被 保 険 者 （ 原 告 ） 以 外 の 者 が そ の 場 所 か ら
本 件 車 両 を 持 ち 去 っ た こ と も 認 め ら れ る 。 な お 、 被 告 の 主 張 は 、 本 件 車 両 の
持 ち 去 り に つ き 原 告 の 関 与 が 認 め ら れ る 場 合 も 、 上 記 く 2 〉 の 「 被 保 険 者 （ 原
告 ） 以 外 の 者 が そ の 場 所 か ら 本 件 車 両 を 持 ち 去 っ た こ と 」 に 含 ま れ る と 主 張
し て い る よ う に 解 さ れ る 部 分 も あ る 。
し か し 、 上 記 主 張 を 前 提 と す る と 、 結 局 、 保 険 金 請 求 者 （ 被 保 険 者 ） 側 に
お い て 、 被 保 険 者 車 両 の 持 ち 去 り が 被 保 険 者 の 意 思 に 基 づ か な い も の で あ る
こ と に つ い て ま で 立 証 責 任 を 負 わ せ る 結 果 に な り 、 平 成 1 9 年 最 高 裁 判 決 の 趣
旨 に 反 す る と い う べ き で あ る か ら 、 被 告 の 主 張 が 上 記 の 趣 旨 と い う の で あ れ
ば 、 採 用 す る こ と が で き な い 。
（ 争 点 2 ) ( 1 ) 本 件 車 両 保 険 加 入 の 経 緯 、( 2 ) 本 件 車 両 の 正 規 キ ー の 本 数
及 び 保 管 状 況 等 、 （ 3 ） 本 件 車 両 の 車 検 及 び 整 備 等 、 （ 4 ） 原 告 の 所 有 車 歴 及 び
車 両 保 険 の 有 無 に つ い て 、 （ 5 ） イ モ ビ ラ イ ザ ー シ ス テ ム の 搭 載 、 （ 6 ） 盗 難 防
止 シ ス テ ム 、 （ 7 ） 原 告 の 年 収 及 び 負 債 の 状 況 の 認 定 事 実 を 元 に 検 討 。
< l > 本 件 駐 車 場 及 び そ の 周 辺 道 路 の 状 況 に 照 ら し て 、 本 件 車 両 を レ ッ カ ー
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車 や 車 載 車 を 使 用 し て 持 ち 去 る こ と は 不 可 能 で あ る か ら 、 本 件 車 両 は 、 何 者
か が ド ア ロ ッ ク を 解 除 し 、 エ ン ジ ン を 始 動 さ せ て 、 同 車 両 を 運 転 し て 持 ち
去 っ た も の で あ る 。
〈 2 〉 被 告 は 、 本 件 事 故 は 原 告 の 依 頼 を 受 け た 者 が 正 規 キ ー を 用 い て 本 件 車
両 を 持 ち 去 っ た も の で あ る と 主 張 す る と こ ろ 、 そ の 主 た る 根 拠 は 、 ① 本 件 車
両 が イ モ ビ ラ イ ザ ー シ ス テ ム 及 び 盗 難 防 止 装 置 を 搭 載 し て い た こ と 、 ② 本 件
車 両 保 険 が 本 件 保 険 契 約 の 中 途 で 付 帯 さ れ て い る こ と の 2 点 で あ る 。
確 か に 、 前 記 認 定 の と お り 、 本 件 車 両 に 搭 載 さ れ て い た イ モ ビ ラ イ ザ ー シ
ス テ ム は 、 極 め て 堅 固 な 安 全 性 と 盗 難 防 止 機 能 を 有 す る こ と が 認 め ら れ る 。
し か し 、 現 代 社 会 に お い て は 、 コ ン ピ ュ ー タ ー 等 の 情 報 技 術 が 日 進 月 歩 で 進
化 し 、 従 来 の 対 策 で は 対 応 で き な い よ う な 新 種 の コ ン ピ ュ ー タ ー ウ イ ル ス が
日 々 発 見 さ れ た り 、 新 手 の サ イ バ ー 犯 罪 が 現 れ た り し て い る こ と は 公 知 の 事
実 で あ る 。 こ の よ う な 状 況 下 に お い て は 、 い か に 高 度 な 盗 難 防 止 装 置 と い え
ど も 絶 対 安 全 と い う こ と は な く 、 本 件 車 両 に 搭 載 さ れ た イ モ ビ ラ イ ザ ー シ ス
テ ム に つ い て も 、 正 規 の 電 子 キ ー を 使 用 せ ず と も 無 効 化 さ れ る 可 能 性 が 否 定
で き な い と い う べ き で あ る （ 本 件 車 両 は 初 度 登 録 が 平 成 1 6 年 で あ り 、 本 件 事
故 が 発 生 し た 平 成 2 5 年 ま で の 9 年 間 に 、 情 報 技 術 が 格 段 に 進 歩 し て い る こ と
も 指 摘 で き る ) 。
証 拠 （ 略 ） （ 意 見 書 ） に は 、 本 件 車 両 の よ う な メ ル セ デ ス ・ ベ ン ツ 車 に 対
応 す る イ モ ビ カ ッ タ ー は い ま だ に 存 在 が 確 認 さ れ ず 、 同 車 の 盗 難 防 止 コ ン
ピ ュ ー タ ー の 改 ざ ん が 確 認 さ れ た と の 情 報 も な い 旨 の 記 載 が あ る 。 し か し 、
当 該 記 載 内 容 は 、 上 記 意 見 書 の 作 成 者 で あ る K が 把 握 す る 範 囲 の 情 報 に 基 づ
く 一 見 解 に す ぎ ず 、 本 件 車 両 と 同 種 の イ モ ビ ラ イ ザ ー に 有 効 な 高 度 の 技 術 が
存 在 す る 可 能 性 を 否 定 す る も の で は な い か ら 、 証 拠 （ 略 ） を も っ て 、 本 件 車
両 の イ モ ビ ラ イ ザ ー の 無 効 化 が お よ そ 不 可 能 で あ る と 認 め る こ と が で き な
い 。 以 上 の 説 示 は 、 本 件 車 両 に 搭 載 さ れ た 盗 難 防 止 警 報 装 置 シ ス テ ム に つ い
て も 同 様 に 妥 当 す る 。
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( i i ) 控 訴 審 の 判 旨
被 控 訴 人 の 車 両 保 険 金 請 求 が 認 め ら れ る た め に は 、 本 件 約 款 の 規 定 を み た
す こ と 、 つ ま り 、 被 控 訴 人 に お い て 、 盗 難 の 外 形 的 事 実 を 合 理 的 な 疑 い を 超
え る 程 度 に ま で 立 証 す る こ と が 必 要 で あ る （ 最 一 判 平 成 1 9 年 4 月 2 3 日 参 照 ) 。
以 下 の く 1 〉 な い し く 6 〉 を 考 え 合 わ せ る と 、 本 件 に お い て 盗 難 事 故 の 外 形
的 事 実 、 す な わ ち 、 被 控 訴 人 以 外 の 者 が 本 件 車 両 を 本 件 駐 車 場 の 駐 車 区 画 か
ら 持 ち 去 っ た こ と に つ い て 、 合 理 的 な 疑 い を 超 え る 程 度 に ま で 立 証 さ れ た と
は い ず 、 他 に 下 記 事 実 を 認 め る に 足 り る 的 確 な 証 拠 は な い 。
< l > 本 件 車 両 の 移 動 日 時 、 移 動 状 況 に つ い て の 直 接 証 拠 が 存 在 せ ず 、 移 動
さ れ た 日 時 自 体 が 不 明 で あ る こ と 。
〈 2 〉 本 件 駐 車 場 へ の 進 入 路 は 、 幅 員 が 狭 く 本 件 駐 車 場 出 入 口 と 直 角 の 位 置
に あ る 行 き 止 ま り の 本 件 進 入 路 し か な く 、 周 り に は 民 家 が 建 ち 並 ん で お り 、
本 件 駐 車 場 出 入 口 正 面 の 丁 山 宅 の 出 入 口 と 多 く の 窓 が 本 件 進 入 路 に 面 し て い
る 状 況 に お い て 、 本 件 車 両 に は イ モ ビ ラ イ ザ ー シ ス テ ム 及 び 盗 難 防 止 警 報 シ
ス テ ム が 搭 載 さ れ て い る こ と か ら す れ ば 、 本 件 車 両 を 本 件 駐 車 場 か ら 北 側 道
路 に 移 動 さ せ る に は 、 正 規 の 電 子 キ ー に よ る 自 走 以 外 の 可 能 性 が 考 え に く い
こ と 。
〈 3 〉 盗 難 に 気 付 い た と さ れ る 平 成 2 5 年 7 月 2 9 日 の 被 控 訴 人 の 行 動 の 説 明 に
関 連 し て 、 2 本 し か な い 電 子 キ ー の 所 在 に つ い て の 被 控 訴 人 の 供 述 が 変 遷 し
て い る と こ ろ 、 被 控 訴 人 が 、 日 頃 使 用 し て い て キ ー ホ ル ダ ー に つ け て 携 帯 し
て い る 電 子 キ ー を 用 い て 本 件 車 両 を 移 動 さ せ る こ と は 可 能 で あ っ た こ と 。
〈 4 > 上 記 2 9 日 は 、 車 検 満 了 日 か つ 予 約 し た 入 庫 日 で あ っ た に も か か わ ら ず 、
メ ン テ ナ ン ス 先 で あ る K 会 社 C 支 店 で は 当 日 は キ ャ ン セ ル の 連 絡 を 受 け て
い な い と し て お り 、 他 方 で 被 控 訴 人 か ら 同 支 店 へ の 架 電 記 録 が 残 っ て い る な
ど 不 自 然 な 点 が み ら れ る こ と 、
〈 5 〉 高 級 車 を 買 い 換 え て き た も の の 保 険 料 が 高 額 で あ る と の 理 由 で 車 両 保
険 を 附 帯 し て こ な か っ た 被 控 訴 人 に お い て 、 本 件 車 両 の 初 年 度 登 録 か ら 既 に
8 年 半 を 経 過 し 、 車 検 満 了 日 ま で 半 年 を 切 っ て い る 時 点 で 、 残 り 1 0 ヶ 月 間 の
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保 険 期 間 の た め に 、 本 件 保 険 契 約 の 本 体 の 保 険 料 よ り も 高 額 な 保 険 料 を 追 加
し て 、 下 取 価 格 の 2 倍 以 上 の 保 険 金 額 と な っ て い る 本 件 車 両 保 険 を 附 帯 し て
お り 、 附 帯 の 経 緯 が 不 自 然 で あ る こ と 、
〈 6 〉 被 控 訴 人 は 、 本 件 事 故 の 直 前 に 自 宅 の 土 地 建 物 を 購 入 し て 、 3 0 0 0 万 円
以 上 の 住 宅 ロ ー ン を 負 担 し て い る こ と 。
し た が っ て 、 本 件 保 険 契 約 に 附 帯 さ れ た 本 件 車 両 保 険 に 適 用 さ れ る 本 件 約
款 に 定 め る 車 両 保 険 金 支 払 の 要 件 を 満 た し て い る と は い え な い か ら 、 被 控 訴
人 の 請 求 は 理 由 が な い か ら 棄 却 す べ き で あ る と こ ろ 、 こ れ と 異 な る 原 判 決 は
失 当 で あ り 、 本 件 控 訴 は 理 由 が あ る か ら 、 原 判 決 を 取 り 消 し た 上 、 被 控 訴 人
の 請 求 を 棄 却 す る こ と と す る 。
② 考 察
第 一 審 と 控 訴 審 に お い て 見 解 が 分 か れ た が 、 筆 者 は 控 訴 審 の 判 旨 に 賛 成 で
あ る 。 す な わ ち 、 第 一 審 は 、 争 点 を ( i ) 本 件 車 両 に つ い て 盗 難 の 外 形 的 事
実 が 認 め ら れ る か 、 ( i i ) 盗 難 の 外 形 的 事 実 が 認 め ら れ る 場 合 に 、 本 件 車 両 の
持 ち 去 り が 原 告 X の 意 思 に 基 づ い て 発 生 し た と 言 え る か 、 と し て お り 、 こ の
争 点 の 立 て 方 が 判 例 に 照 ら し 合 理 的 と は 言 い 難 い の で は な い だ ろ う か 。
第 一 審 は 、 最 一 判 平 成 1 9 年 4 月 2 3 日 を 引 用 し て い る が 、 前 述 し た よ う に 、
同 最 判 は 、 「 保 険 金 請 求 者 は 盗 難 と い う 保 険 事 故 の 発 生 と し て そ の 外 形 的 事
実 を 立 証 し な け れ ば な ら な い と こ ろ 、 単 に 『 矛 盾 の な い 状 況 」 を 立 証 す る だ
け で は 盗 難 の 外 形 的 な 事 実 を 合 理 的 な 疑 い を 超 え る 程 度 ま で 立 証 し た こ と に
は な ら な い 」 こ と を 明 示 し て お り 、 第 一 審 は 、 最 高 裁 判 決 に 反 し て い る と 考
え ら れ る 。
確 か に 、 上 記 争 点 ( i i ) に つ い て 、 保 険 会 社 は 本 件 車 両 の 持 ち 去 り が 、 X
の 意 思 に 基 づ く も の と の 立 証 に 至 っ て い な い と 考 え ら れ る が 、 X の 意 思 に 基
づ く 疑 い が 高 度 に 認 め ら れ る 程 度 の 立 証 に は 至 っ て い る も の と 考 え ら れ る 。
こ の 場 合 に 、 X に お い て 、 盗 難 事 故 の 外 形 的 事 実 に つ い て 、 合 理 的 な 疑 い を
超 え る 程 度 ま で の 立 証 が 必 要 と い う こ と で あ り 、 単 に 「 盗 難 の 外 形 的 事 実 が
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認 め ら れ る か 」 と い う こ と で は な い と 考 え ら れ る 。
さ ら に 、 第 一 審 は 、 争 点 ( i i ) の 判 断 の 中 で 、 そ の 決 定 的 な 判 断 要 素 と し て 、
本 件 車 両 の セ キ ュ リ テ ィ に つ い て 指 摘 し て い る 。 こ の 点 、 第 一 審 は 、 現 代 社
会 に お け る コ ン ピ ュ ー タ ー 等 の 情 報 技 術 の 進 歩 に 触 れ 、 高 度 な 盗 難 防 止 技 術
で あ っ て も 絶 対 安 全 で は な い と す る 。 そ し て 、 イ モ ビ ラ イ ザ ー シ ス テ ム に つ
い て も 正 規 の 電 子 キ ー を 使 用 し な く て も 無 効 化 さ れ る 可 能 性 を 否 定 で き な い
と す る 持 論 を 展 開 し て い る 。
ま た 、 持 論 の 正 当 性 の 補 足 と し て 、 専 門 家 K が 、 「 本 件 車 両 の よ う な メ ル
セ デ ス ・ ベ ン ツ 車 に 対 応 す る イ モ ビ カ ッ タ ー は い ま だ に 存 在 が 確 認 さ れ ず 、
同 車 の 盗 難 防 止 コ ン ピ ュ ー タ ー の 改 ざ ん が 確 認 さ れ た と の 情 報 も な い 」 と す
る 「 意 見 書 」 に つ い て 、 K が 把 握 す る 範 囲 の 情 報 に 基 づ く 一 見 解 に す ぎ ず 、
本 件 車 両 と 同 種 の イ モ ビ ラ イ ザ ー に 有 効 な 高 度 の 技 術 が 存 在 す る 可 能 性 を 否
定 す る も の で は な い と 断 じ て い る 。
こ の 第 一 審 の 判 断 は 、 も っ と も ら し い 見 解 の よ う で は あ る が 、 以 下 の 点 に
よ り 、 合 理 性 が 低 い と 考 え ざ る を 得 な い 。
( a ) 本 件 車 両 の 盗 難 の 手 順 を 考 え る と 、イ モ ビ ラ イ ザ ー シ ス テ ム の 解 除 の
ま え に 、 盗 難 防 止 警 報 装 置 シ ス テ ム の 解 除 が 必 要 で あ る 。 こ の 検 討 を せ ず に 、
イ モ ビ ラ イ ザ ー シ ス テ ム の 無 効 化 の 可 能 性 と 同 様 と し て お り 、 合 理 性 が 認 め
難 く 説 得 力 が な い 。 本 件 車 両 の 外 部 か ら 盗 難 防 止 警 報 装 置 シ ス テ ム を ど の よ
う に す れ ば 解 除 が で き た と い う の で あ ろ う か 。 そ の 合 理 的 な 説 明 が 必 要 で あ
る と 考 え ら れ る 。
( b ) 本 件 に お い て 、 盗 難 防 止 警 報 装 置 シ ス テ ム が 発 動 す れ ば 、 近 隣 住 民
に 聞 こ え る は ず で あ る が 、 そ の よ う な 証 言 が 認 め ら れ な い こ と か ら 、 こ の シ
ス テ ム が 発 動 さ れ な か っ た 可 能 性 が 高 い も の と 考 え ら れ る 。 こ れ は 控 訴 審 の
判 断 に も あ る が 、 犯 人 が 正 規 の 電 子 キ ー を 使 用 し た 可 能 性 を 肯 定 す る も の で
あ る 。 あ る い は 、 も と も と こ の シ ス テ ム が 発 動 し な か っ た の で あ れ ば 、 正 規
の 電 子 キ ー の 使 用 以 外 に は 、 X に お い て 、 故 意 か 過 失 に よ り 盗 難 防 止 警 報 装
置 シ ス テ ム の 電 源 を オ フ に し て い た 可 能 性 が 認 め ら れ る 。 し か し 、 X に お い
日 野 一 成 ： 車 両 保 険 に お け る 車 両 盗 難 事 故 の 外 形 的 事 実 の 認 定 5 9
て 過 失 で あ っ た と の 主 張 は な い 。
( c ) 専 門 家 K の メ ル セ デ ス ベ ン ツ の イ モ ビ ラ イ ザ ー シ ス テ ム の 強 固 性 の 見
解 は K が 把 握 す る 範 囲 と い う よ り も 広 く 専 門 家 の 間 で 知 ら れ た も の で あ り 、
国 産 車 の 同 シ ス テ ム の レ ベ ル で の 思 考 を も っ て 、 こ れ を 否 定 す る 非 専 門 家 の
論 理 は 破 綻 し て い る も の と 考 え ら れ る 。
( d ) 本 件 車 両 の 下 取 価 格 が 1 5 0 万 円 程 度 と い う こ と で あ れ ば 、 犯 人 側 が 本
件 車 両 を 盗 取 し て 得 ら れ る 利 益 は 、 正 規 流 通 が 不 可 能 で あ る こ と か ら 、 1 0 0
万 円 に 満 た な い と 考 え ら れ る 。 こ の 程 度 の 利 益 の た め に 、 犯 人 側 が 高 度 の シ
ス テ ム を 世 界 に 先 駆 け て 破 る 技 術 を 開 発 す る 合 理 性 が あ る の で あ ろ う か 。 そ
の よ う な 技 術 が 開 発 さ れ て い な い こ と は 、 専 門 家 K の 意 見 書 に お い て 証 明 さ
れ 得 る で あ ろ う 。
す な わ ち 、 第 一 審 の 判 旨 で は 、 本 件 車 両 盗 難 の 外 形 的 事 実 に つ い て 合 理 的
な 疑 い を 超 え る 程 度 ま で 立 証 し た と す る こ と は で き な い の で は い か と 考 え ら
れ る 。
ま た 、 控 訴 審 の 判 旨 で は 、 本 件 車 両 に イ モ ビ ラ イ ザ ー シ ス テ ム 及 び 盗 難 防
止 警 報 シ ス テ ム が 搭 載 さ れ て い る こ と か ら 、 本 件 車 両 を 本 件 駐 車 場 か ら 北 側
道 路 に 移 動 さ せ る に は 、 正 規 の 電 子 キ ー に よ る 自 走 以 外 の 可 能 性 が 考 え に く
い と の 判 断 を 示 し て い る 。 こ の 結 果 、 正 規 の 電 子 キ ー を 所 持 す る X の 関 与 の
可 能 性 が 高 い と 考 え ざ る を 得 な い で あ ろ う 。
両 判 決 の 決 定 的 な 相 違 は 、 メ ル セ デ ス ベ ン ツ の 盗 難 防 止 装 置 等 に 対 す る 基
本 的 知 識 で あ り 、 個 別 判 断 が 必 要 な と こ ろ 、 国 産 車 の 車 両 盗 難 事 情 を 一 般 論
と し て 判 断 し た 原 審 の 判 決 が 控 訴 審 に お い て 取 り 消 さ れ た も の で あ り 、 控 訴
審 の 判 断 の 方 が 合 理 性 が 高 い と 考 え ら れ る 。
( 2 ) 東 京 高 判 平 成 2 3 年 5 月 2 3 日 判 例 タ イ ム ズ 1 3 6 0 号 1 9 7 頁
① 事 案 の 概 要 と 判 旨
【 事 案 の 概 要 】
被 保 険 者 X は 、 型 枠 大 工 工 事 業 を 目 的 と す る 会 社 で あ る が 、 X 名 義 で 平 成
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1 9 年 2 月 に 購 入 し た 自 家 用 普 通 乗 用 車 （ リ ン カ ー ン ナ ビ ゲ ー タ ー 。 以 下 「 本
件 車 両 」 と い う ） に つ い て 、 保 険 会 社 Y と の 間 で 本 件 車 両 に 生 じ た 盗 難 に よ
る 損 害 に 対 し て 保 険 金 を 支 払 う 条 項 （ 以 下 「 本 件 条 項 」 と い う ） を 含 む 事 業
用 総 合 自 動 車 保 険 契 約 （ 以 下 「 本 件 保 険 契 約 」 と い う ） を 締 結 し て い た 。
本 件 は 、 平 成 2 1 年 2 月 1 2 日 午 前 1 2 時 こ ろ 、 X 代 表 者 が 本 件 車 両 を 洗 車 す る
た め 、 千 葉 県 く 略 〉 所 在 の 資 材 置 場 （ 以 下 、 「 本 件 資 材 置 場 」 と い う ） に 赴 き 、
同 敷 地 出 入 口 の 扉 に 施 錠 さ れ て い た ダ イ ヤ ル 式 チ ェ ー ン が 切 断 さ れ 、 出 入 口
の 扉 が 開 い て お り 、 敷 地 内 の 事 務 所 西 側 に 駐 車 し て い た 本 件 車 両 が 盗 難 さ れ
た こ と を 覚 知 し 、 本 件 保 険 契 約 の 本 件 条 項 に 基 づ く 保 険 金 を 請 求 し た 。 こ れ
に 対 し 、 Y は 車 両 盗 難 調 査 を 実 施 し 、 車 両 盗 難 の 疑 義 に つ き 車 両 保 険 金 の 支
払 い を 拒 絶 し た と こ ろ 、 X が 千 葉 地 裁 松 戸 支 部 に 保 険 金 請 求 訴 訟 を 提 起 し た
も の で あ る 。
第 一 審 の 千 葉 地 裁 松 戸 支 部 は 、 本 件 盗 難 事 故 が X ( X 代 表 者 又 は 同 人 と 意
思 を 通 じ た 者 ） 以 外 の 第 三 者 に よ っ て 生 じ た も の で あ る と 認 め て X の 請 求 を
認 容 し た 。 Y が こ れ を 不 服 と し て 控 訴 。
控 訴 審 の 東 京 高 裁 は 、 X の 請 求 は 理 由 が な い か ら 棄 却 す べ き で あ る と こ
ろ 、 こ れ と 異 な る 原 判 決 は 失 当 で あ っ て 、 本 控 訴 に は 理 由 が あ る と し て 、 原
判 決 を 取 り 消 し た 上 、 X の 請 求 を 棄 却 。 X は こ れ を 不 服 と し て 上 告 。
最 高 裁 は 、 X の 上 告 を 棄 却 し 、 不 受 理 と し た 。
【 判 旨 】 （ 第 一 審 と 控 訴 審 の 判 旨 記 載 ）
( i ) 第 一 審 の 判 旨
本 件 の 争 点 は 、 ( 1 ) 本 件 支 払 条 項 に 該 当 す る 盗 難 発 生 の 有 無 、 ( 2 ) 本 件 免
責 条 項 該 当 事 由 の 有 無 、 で あ る 。
（ 争 点 l ) に つ い て
本 件 盗 難 事 故 が 原 告 （ 原 告 代 表 者 又 は 同 人 と 意 思 を 通 じ た 者 ） 以 外 の 第 三
者 に よ っ て 生 じ た も の で あ る か 否 か に つ い て 検 討 す る に 、 前 記 に 摘 示 し た 事
実 に よ れ ば 、 原 告 代 表 者 は 、 平 成 2 1 年 2 月 1 2 日 、 原 告 が 管 理 す る く 略 〉 所 在
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の 本 件 現 場 で あ る 資 材 置 場 に 駐 車 さ れ て い た 原 告 所 有 の 本 件 車 両 が 盗 難 に
あ っ た 旨 を 警 察 に 1 1 0 番 通 報 し 、 警 察 官 が 臨 場 、 捜 査 し た が 、 こ れ ま で の と
こ ろ 、 犯 人 は 判 明 せ ず 、 本 件 車 両 も 発 見 さ れ て い な い こ と が 認 め ら れ る と こ
ろ 、 本 件 盗 難 事 故 は 原 告 （ 原 告 代 表 者 又 は 同 人 と 意 思 を 通 じ た 者 ） 以 外 の 第
三 者 に よ っ て 生 じ た も の で あ る と 認 め る の が 相 当 で あ る 。
そ の 理 由 は 、 以 下 の と お り で あ る 。 （ 略 ） 以 上 に 検 討 し た 結 果 に よ れ ば 、
被 告 が 主 張 す る 個 々 の 疑 義 事 情 の う ち 、 客 観 的 か つ 合 理 的 な 事 情 に 基 づ く と
認 め ら れ る も の は 、 マ ー キ ュ リ ー ク ー ガ ー を 修 理 に 出 し て い た か 否 か と い う
こ と と 原 告 代 表 者 が 本 件 車 両 を 預 け 先 の 自 動 車 販 売 業 者 か ら 引 き 上 げ た 際 の
同 販 売 業 者 と の 遣 り 取 り に つ い て の 原 告 代 表 者 の 供 述 及 び 陳 述 の 不 整 合 性 の
2 点 で あ る と こ ろ 、 こ れ ら が 個 々 に 原 告 代 表 者 の 供 述 及 び 陳 述 の 信 用 性 を 弾
劾 す る に 足 り る と ま で は い え な い の み な ら ず 、 こ れ ら を 総 合 し て も 、 本 件 車
両 に つ い て は 、 本 件 盗 難 事 故 当 時 、 本 件 現 場 に 駐 車 さ れ て い た と こ ろ 、 原 告
代 表 者 （ 又 は 同 人 と 意 思 を 通 じ た 者 ） 以 外 の 第 三 者 が 本 件 車 両 を 持 ち 去 っ た
と い う 原 告 代 表 者 の 供 述 及 び 陳 述 は こ れ を 信 用 す る こ と が で き 、 こ れ に 対 し
て 合 理 的 な 疑 い を 差 し 挟 む べ き 客 観 的 な 事 情 は 見 当 た ら な い と い う べ き で あ
る 。
（ 争 点 2 ） に つ い て
被 告 の 抗 弁 と し て の 主 張 は 、 上 記 争 点 ( 1 ) に お け る 主 張 を 前 提 と す る も
の で あ る と こ ろ 、 そ れ に 対 す る 判 断 も ま た 上 記 争 点 ( 1 ) に つ い て 判 断 し た
と お り で あ る か ら 、 被 告 の 主 張 は 理 由 が な い 。
( i i ) 控 訴 審 の 判 旨
当 裁 判 所 は 、 被 控 訴 人 の 控 訴 人 に 対 す る 保 険 金 等 の 請 求 は 、 理 由 が な い も
の と 判 断 す る 。 そ の 理 由 は 、 以 下 の と お り で あ る 。
小 括 と し て 、 盗 難 現 場 と さ れ る 本 件 資 材 置 場 の 構 造 及 び 状 況 、 街 宣 車 が 駐
車 さ れ て い た こ と 、 イ モ ビ ラ イ ザ ー 標 準 装 備 車 で あ る こ と 、 設 置 さ れ て い た
セ キ ュ リ テ ィ シ ス テ ム を 合 理 的 な 理 由 な く 切 っ て い た こ と 、 本 件 車 両 の 自 動
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車 販 売 業 者 か ら の 引 き 揚 げ の 経 緯 、 本 件 車 両 を 本 件 資 材 置 場 に 移 動 さ せ た 理
由 、 被 控 訴 人 の 経 済 的 状 況 、 本 件 車 両 の 必 要 性 を 総 合 す る と 、 本 件 に お い て
は 、 盗 難 の 外 形 的 事 実 で あ る 「 被 保 険 者 の 占 有 に 係 る 被 保 険 自 動 車 が 保 険 金
請 求 者 の 主 張 す る 所 在 場 所 に 置 か れ て い た こ と 」 及 び 「 第 三 者 が そ の 場 所 か
ら 被 保 険 自 動 車 を 持 ち 去 っ た こ と 」 に つ い て 高 度 な 蓋 然 性 が あ る と 認 め ら れ
る 程 度 ま で 立 証 で き た も の と 評 価 す る こ と は 困 難 で あ る と い う ほ か な い 。 し
た が っ て 、 被 控 訴 人 の 本 件 保 険 金 請 求 は 理 由 が な い 。
② 考 察
本 件 も 第 一 審 と 控 訴 審 に お い て 見 解 が 分 か れ て い る が 、 筆 者 は 控 訴 審 の 判
旨 に 賛 成 で あ る 。 す な わ ち 、 第 一 審 は 本 件 の 争 点 を ( 1 ) 本 件 支 払 条 項 に 該
当 す る 盗 難 発 生 の 有 無 、 （ 2 ） 本 件 免 責 条 項 該 当 事 由 の 有 無 、 と し て い る が 、
こ の 争 点 の 立 て 方 が 判 例 に 照 ら し 、 合 理 的 と は 言 い 難 い と 考 え ら れ る 。 す な
わ ち 、 争 点 は 、 ( a ) 保 険 者 が 被 保 険 者 関 与 の 盗 難 事 故 で あ る こ と を 立 証 で き
て い る か 、 ( b ) 保 険 者 が ( a ) を 立 証 で き な い 場 合 、 被 保 険 者 に お い て 、 盗
難 事 故 の 外 形 的 事 実 を 合 理 的 な 疑 い を 超 え る 程 度 ま で 立 証 で き て い る か 、 と
い う こ と に な る の で は な い だ ろ う か 。
と り わ け 、 こ れ ら の 判 断 を 行 う 上 で 、 盗 難 防 止 装 置 と 防 犯 イ モ ビ ラ イ ザ ー
シ ス テ ム に 対 す る 評 価 が 大 き な ポ イ ン ト に な る も の と 考 え ら れ る 。
第 一 審 で は 、 「 被 告 は 、 一 般 人 に と っ て 、 イ モ ビ ラ イ ザ ー 装 備 車 の エ ン ジ
ン 始 動 が 極 め て 困 難 で あ る と い う け れ ど も 、 本 件 の よ う な 自 動 車 盗 難 事 件 に
お い て 、 自 動 車 に 盗 難 防 止 装 置 が 装 備 さ れ て い る こ と は 、 自 動 車 を 窃 取 し よ
う と す る 者 が 現 実 に 多 数 存 在 し 、 そ れ ら の 者 に お い て は 、 ま さ に 盗 難 防 止 装
置 等 の 障 害 を 除 去 し 又 は 克 服 し て 自 動 車 を 窃 取 す る も の で あ る こ と を 如 実 に
物 語 る も の で あ っ て 、 そ の た め の 技 術 ・ 機 器 を 有 し て い る こ と も ま た 格 別 の
証 明 を 要 し な い こ と が ら で あ る し 、 現 に イ モ ビ ラ イ ザ ー 装 着 車 が 盗 難 の 被 害
に 遭 っ て い て 、 警 察 庁 も イ モ ビ ラ イ ザ ー を 破 る 手 口 が 広 ま っ て い る と し て 警
戒 し て い る こ と （ 甲 5 ） に 照 ら し て も 、 上 記 被 告 の 疑 義 は 本 件 車 両 が 正 規 の
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鍵 に よ る こ と な く 盗 取 さ れ た こ と に つ い て 合 理 的 な 疑 い を 抱 か せ る も の と は
い え な い と い う べ き で あ る 」 と し て い る 。
こ れ に 対 し 、 控 訴 審 で は 、 「 イ モ ビ ラ イ ザ ー の 標 準 装 備 」 に つ い て の 判 断
と し て 、 第 一 審 の 判 断 を 肯 定 す る も の の 、 「 街 宣 車 の 存 在 に よ り 不 法 侵 入 を
防 止 す る 効 果 が 少 な か ら ず 認 め ら れ る 上 、 本 件 車 両 が 容 易 に 視 認 で き る 場 所
に 駐 車 さ れ て い な か っ た こ と か ら 、 そ も そ も 窃 盗 団 に 本 件 車 両 の 存 在 を 認 識
さ れ る 可 能 性 も か な り 低 い こ と を 考 慮 す る と 、 被 控 訴 人 の 主 張 す る 窃 盗 団 に
よ る 本 件 車 両 盗 取 の 蓋 然 性 を 高 度 の も の と い う に は 踏 踏 を 覚 え る 」 と し 、 加
え て 、 「 こ の 点 に 関 連 し て 、 敷 地 内 の 物 置 の 扉 が 開 け ら れ て い た こ と に つ い
て 、 被 控 訴 人 は 、 本 件 車 両 を 盗 取 し た 者 が 物 色 し た 痕 跡 で あ る と 主 張 す る が 、
本 件 車 両 の よ う な ア メ リ カ 製 の 大 型 S U V 車 と い う 高 級 車 を 狙 う 窃 盗 団 が 、
物 置 の 中 を 物 色 す る と い う の は そ の 犯 人 属 性 と 一 致 し な い と 考 え ら れ る と こ
ろ で あ り 、 こ れ を 併 せ 考 慮 す る と 、 む し ろ 、 本 件 車 両 の 盗 取 の 蓋 然 性 は 決 し
て 高 い と は い え な い よ う に 解 さ れ る 」 と し て 、 イ モ ビ ラ イ ザ ー シ ス テ ム そ の
も の に つ い て の 解 除 は 可 能 と の 前 提 に 立 ち な が ら 、 総 合 的 な 判 断 を 行 っ て い
る 。
イ モ ビ ラ イ ザ ー シ ス テ ム の 解 除 に つ い て は 、 確 か に 、 国 産 高 級 車 に 見 ら れ
る よ う に 、 イ モ ビ カ ッ タ ー 等 に よ る シ ス テ ム 解 除 は 可 能 で あ る と 考 え ら れ る
が 、 本 件 の よ う な ア メ リ カ 製 の 特 殊 車 の イ モ ビ ラ イ ザ ー シ ス テ ム の 解 除 を 車
両 盗 難 犯 が 出 会 い 頭 的 に 犯 行 を 実 行 す る こ と は 困 難 で は な い だ ろ う か 。 そ の
観 点 か ら 、 高 裁 は 総 合 的 な 判 断 の も と に 、 車 両 盗 難 事 故 の 外 形 的 事 実 に つ い
て 、 そ れ が 合 理 的 な 疑 い を 超 え る 程 度 ま で 被 保 険 者 が 立 証 し 得 て い な い と 評
価 し た も の で あ り 、 そ の 総 合 的 判 断 は 、 合 理 性 が 高 い も の と 考 え ら れ る 。
4 ． お わ り に
本 稿 に お い て 、 偽 装 車 両 盗 難 疑 義 事 故 の 訴 訟 事 案 に つ い て 考 察 し た が 、 保
険 金 の 支 払 い に 関 わ る 問 題 で あ り 、 保 険 会 社 の 対 応 と し て の 王 道 は 、 事 案 の
適 切 な 見 極 め を 通 じ て 、 故 意 招 致 が 疑 わ れ る 場 合 に 、 そ の 地 道 な 立 証 活 動 で
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あ る こ と は い う ま で も な い と 考 え ら れ る ' 7 。 す な わ ち 、 保 険 会 社 の モ ラ ル リ
ス ク 対 策 は 保 険 制 度 の 健 全 性 を 維 持 し 、 善 良 な 保 険 契 約 者 を 保 護 す る た め の
社 会 使 命 で あ る こ と は 論 を 待 た な い も の で あ り 、 あ く ま で 、 故 意 招 致 事 故 の
立 証 に 謙 虚 に 向 き 合 う こ と が 重 要 で あ る 。 そ の 上 で 、 車 両 盗 難 事 故 で は 、 故
意 招 致 事 故 の 立 証 が 不 十 分 な 場 合 に 、 車 両 盗 難 事 故 の 外 形 的 事 実 に つ い て 、
総 合 的 な 考 察 を 行 い 、 保 険 会 社 と し て 排 除 す べ き 事 案 か ど う か に つ い て 、 慎
重 な 見 極 め が 必 要 で あ ろ う 。
こ の 点 、 両 裁 判 例 の 一 審 は 、 争 点 と し て 、 ① 本 件 車 両 に つ い て の 盗 難 の 外
形 的 事 実 が 認 め ら れ る か 、 ② 盗 難 の 外 形 的 事 実 が 認 め ら れ る 場 合 に 、 本 件 車
両 の 持 ち 去 り が 原 告 X の 意 思 に 雄 づ い て 発 し し た と い え る か 、 あ る い は 、 ③
本 件 支 払 条 項 に 該 当 す る 盗 難 発 ' | ｮ の 有 無 、 ④ 本 件 免 責 条 項 該 当 の 有 無 、と し
て い る が 、 判 例 の 判 旨 に 相 違 す る の で は な い だ ろ う か 。
す な わ ち 、 判 例 の 判 旨 か ら 言 え ば 、 争 点 は 、 ( 1 ) 保 険 者 が 被 保 険 者 関 与 の
盗 難 事 故 で あ る こ と を 立 証 で き て い る か 、 （ 2 ） 保 険 者 が ( 1 ) を 立 証 で き な
い 場 合 、 被 保 険 者 に お い て 、 盗 難 事 故 の 外 形 的 事 実 を 合 理 的 な 疑 い を 超 え る
程 度 ま で 立 証 で き て い る か 、 と い う こ と に な る の で は い だ ろ う か 。
ま た 、 筆 者 の 経 験 側 に 照 ら せ ば ､ 保 険 会 社 が 偽 装 車 両 盗 難 疑 義 事 故 と し て 、
保 険 金 の 不 払 い を 被 保 険 者 に 申 し 入 れ た 場 合 、 そ の 多 く の 被 保 険 者 は 保 険 金
1 7 西 嶋 梅 治 「 火 災 保 険 金 請 求 訴 訟 と 立 証 責 任 」 損 害 保 険 研 究 6 7 巻 3 号 3 頁 参 照 。 西 嶋 は 、
大 阪 民 1 1 実 務 研 究 会 「 保 険 金 請 求 , 脈 訟 」 判 タ 1 1 6 1 号 の 全 文 1 6 2 頁 の 全 編 に 流 れ る ス タ ン
ス と し て 、 不 正 請 求 事 案 に お け る 保 険 者 の 不 適 切 な 主 張 立 証 活 動 に 対 す る 裁 判 所 の 苛
立 ち と 裁 判 所 の 審 理 の ス ピ ー ド ア ッ プ の 工 夫 の あ り 方 に 置 か れ て い る と 指 摘 す る 。 す
な わ ち 、 保 険 者 が 支 払 を 拒 絶 し た た め に 裁 判 に な っ て い る 以 上 、 拒 絶 理 由 を 裏 付 け る
証 拠 を 当 然 確 保 し て い る は ず だ か ら 、 事 件 の 全 体 像 と 争 点 を 把 握 す る た め 、 保 険 者 に
対 し 、 で き る だ け 早 期 に 実 質 的 な 認 否 、 主 張 、 立 証 を 促 し 、 時 期 に 遅 れ て 提 出 さ れ た
証 拠 を 著 し く 却 下 す る と い う 強 い 盗 勢 が 示 さ れ て い る と す る 。 こ れ に 対 し 、 保 険 者 側
は 調 森 嘱 託 、 文 書 送 付 嘱 託 に 時 I M I が か か る の で 、 裁 判 所 の 要 求 ど お り に 手 続 き の ス ピ ー
ド が あ げ が た い こ と 、 真 の 弾 劾 ; l 1 拠 は 原 告 の 不 用 意 な 供 述 を 待 っ て 、 そ の 供 述 を く つ
が え す タ イ ミ ン グ が 必 要 な た め 、 戦 術 上 そ の 提 出 が 遅 れ 易 い が 、 そ れ は 訴 訟 技 術 と し
て 許 容 さ れ る べ き だ と 主 張 す る の で 、 両 者 の 折 り 合 い は 困 難 で あ る 点 を 指 摘 し て い る 。
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請 求 を 断 念 す る ケ ー ス が 多 く 、 被 保 険 者 が 訴 訟 を 提 起 す る の は ご く 一 部 に す
ぎ な い 。 上 述 の 2 事 例 は 、 被 保 険 者 側 が そ れ ぞ れ 第 一 審 で 勝 訴 し 、 高 裁 で 敗
訴 の 結 果 、 上 告 ま で し て お り 、 そ の 事 情 は 異 な る で あ ろ う が 、 訴 訟 に お い て
あ く ま で 保 険 金 請 求 を 貫 い て い る 点 は 留 意 す る 必 要 が あ る 。
ま た 、 大 阪 高 判 平 成 2 7 年 1 2 月 2 5 日 の 事 案 は 、 被 保 険 者 が 複 数 の 所 有 者 を 経
た 中 古 車 の メ ル セ デ ス ベ ン ツ を 購 入 し た も の と 推 認 さ れ る が 、 高 裁 の 判 旨 に
も あ る よ う に 、 「 正 規 の 電 子 キ ー に よ る 自 走 以 外 考 え に く い 」 の で あ れ ば 、
訴 訟 上 、 議 論 さ れ て い な い よ う で あ る が 、 犯 行 日 が 車 検 有 効 期 間 の 最 終 日 と
い う こ と も あ り 、 旧 所 有 者 側 に お い て 複 製 等 を 通 じ て 正 規 の 電 子 キ ー を 所 有
し て い た 可 能 性 も 考 慮 す る 必 要 性 が 認 め ら れ る 。
し た が っ て 、 保 険 者 に お い て 被 保 険 者 関 与 の 偽 装 盗 難 事 故 が 疑 わ れ る 事 案
で は 、 車 両 盗 難 事 故 の 外 形 的 事 実 の 認 定 に つ い て 、 あ ら ゆ る 可 能 性 を 検 証 し 、
合 理 的 な 疑 い に つ い て 、 総 合 的 な 考 察 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。
( 筆 者 は 、 鹿 児 島 国 際 大 学 経 済 学 部 准 教 授 ）
